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9月定例会
◆総額873億6百万円の補正予算を可決
◆本会議の質問・答弁（２、３面）
◆常任委員会の動きなど（４面）

議
決
の
状
況

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

各議案に対する議員の表決態度（賛否）は、
ホームページで公表しています。 広島県議会 本会議情報 議案等審議結果検索

令
和
３
年
度
補
正
予
算

広
島
県
ふ
ぐ
の
処
理
等
に
関
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
様
々
な
課
題
に
迅
速

か
つ
適
切
に
対
処
す
る
た
め
、国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、６
月
補
正
予

算
に
引
き
続
き
、感
染
症
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。あ
わ
せ

て
、本
年
７
月
・
８
月
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
に
伴
う
被
災
者
支
援
や
災
害

復
旧
事
業
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、６
月
補
正
予
算
編
成
後
の
状
況
変
化
等
を
踏
ま
え
、必
要
性
が

認
め
ら
れ
る
事
業
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、創
造
的
復

興
に
よ
る
新
た
な
広
島
県
づ
く
り
な
ど
に
時
機
を
逃
さ
ず
対
応
す
る
た

め
に
、総
額
８
７
３
億
６
百
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、ふ
ぐ
は
都
道
府
県
知
事
等
が
認

め
る
者
が
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
、ふ
ぐ
処
理
者
に
必

要
な
知
識
等
の
全
国
的
な
平
準
化
を
図
る
た
め
の
基
準
等
が
示
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、ふ
ぐ
処
理
者
の
免
許
及
び
試
験
等
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算

可
決
一
般
会
計 

１
件

令
和
２
年
度
決
算
等

継
続
審
査
一
般
会
計
・
特
別
会
計 

１
件

企
業
会
計 

１
件

条
例
案

可
決
広
島
県
ふ
ぐ
の
処
理
等
に
関
す
る
条
例
な
ど 

５
件

否
決
広
島
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に
関
す

る
条
例
案 

１
件

人
事
案
件

同
意
広
島
県
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
に
つ
い
て

 

１
件

そ
の
他
の
議
案

可
決
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
ど 

４
件

意
見
書
案

可
決
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書
な
ど 

５
件

令
和
３
年
７
月
・
８
月
豪
雨
等
に
係
る
災
害
対
応�

３
４
４
億
円

創
造
的
復
興
に
よ
る
新
た
な
広
島
県
づ
く
り�

81
億
５
千
６
百
万
円な

ど

▼9月定例会日程 （令和３年９月24日～10月８日）

補
正
予
算
な
ど
16
議
案
を
可
決
並
び
に
同
意

　

広
島
県
議
会
は
、９
月
定
例
会
を
９
月
24
日
か
ら
10
月
８
日
ま
で
15
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」や「
広
島
県
ふ
ぐ
の

処
理
等
に
関
す
る
条
例
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め

る
意
見
書
」な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、補
正
予
算
案
の
ほ
か
、県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、12

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、各
常
任
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
に

つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、10
月
４
日
に
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
で
、令
和
２
年
度
の
決
算
認
定

等
に
つ
い
て
、閉
会
中
に
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、16
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。

９
定
例
会
の

月

概
要

９月24日 本会議 開会、提案理由説明など
９月27日 全員委員会 提案事項の説明など
９月2９日～
10月4日 本会議 一般質問など

10月５日 各常任委員会 付託議案の審査など
10月7日 決算特別委員会 決算の審査など
10月８日 本会議 委員長報告、議案の採決など、閉会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化�

２
０
０
億
９
千
百
万
円

〔
基
金
積
立
を
除
く
実
質
事
業
費
〕

そ
の
他（
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持・確
保
な
ど
）�

16
億
９
千
２
百
万
円

〔
基
金
積
立
等
を
除
く
実
質
事
業
費
〕
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9
月
　
29
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

9
月
　
30
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
伊
いとう

藤真
ま ゆ み

由美 議員
〈安芸郡〉

公明党
田
た が わ

川寿
じゅいち

一 議員
〈広島市西区〉

民主県政会
鷹
たかひろ

廣 純
じゅん

 議員
〈広島市安佐南区〉

問
都
市
計
画
法
の
改
正
等
に
基

づ
く
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア

の
開
発
抑
制
等
に
伴
い
、開
発
可
能

地
が
減
少
す
る
。市
町
や
企
業
の
意

向
に
柔
軟
に
対
応
し
た
各
種
規
制

の
緩
和
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
許

可
で
は
、既
存
工
業
地
周
辺

な
ど
で
の
地
区
計
画
制
度
の
活
用

な
ど
を
行
う
。ま
た
、地
域
未
来
投

資
促
進
法
で
は
、基
本
計
画
に
基
づ

き
市
町
が
土
地
利
用
調
整
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
で
、市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
な
ど
の
緩
和
措
置
が
可
能
と

な
る
。引
き
続
き
、こ
れ
ら
の
制
度
を

適
切
に
活
用
し
、必
要
な
開
発
適
用

区
域
面
積
の
確
保
に
市
町
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。

問
毎
年
豪
雨
が
発
生
す
る
中
、

ダ
ム
の
緊
急
放
流
に
よ
る
リ

ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。本
年
７
、

８
月
に
ダ
ム
の
事
前
放
流
を
行
っ
た

の
か
、８
月
豪
雨
に
お
け
る
運
用
は

適
切
だ
っ
た
の
か
、今
回
の
対
応
の

効
果
と
課
題
に
つ
い
て
併
せ
て
伺

う
。答

事
前
放
流
は
、３
日
先
ま
で
の

予
測
雨
量
が
ダ
ム
ご
と
に
定

め
た
基
準
雨
量
を
超
過
し
た
場
合
に

実
施
す
る
も
の
で
、８
月
に
御
調
ダ

ム
、山
田
川
ダ
ム
で
行
っ
た
。そ
の
結

果
、下
流
河
川
の
水
位
上
昇
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
た
。事
前
放
流
を
適

切
に
実
施
す
る
に
は
予
測
雨
量
の
よ

り
正
確
な
把
握
が
必
要
で
あ
り
、そ

の
精
度
向
上
に
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
む
。

問
豪
雨
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
を
踏
ま
え
、河
川
や
砂
防
・

治
山
ダ
ム
の
土
砂
撤
去
等
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
と
と
も
に
、長
期
的
視

点
を
含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
講
じ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

答
今
回
の
豪
雨
被
害
の
復
旧
に

当
た
っ
て
は
、再
度
災
害
防
止

の
観
点
か
ら
改
良
復
旧
等
の
活
用

を
図
る
。ま
た
、河
川
・
砂
防
に
係
る

各
種
事
業
を
着
実
に
進
め
る
。さ
ら

に
、激
甚
化
す
る
水
害
に
備
え
る
た

め
、県
内
全
て
の
水
系
で
流
域
治
水

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、安
全
で
利

便
性
の
高
い
地
域
へ
の
居
住
誘
導
に

市
町
と
連
携
し
て
取
り
組
む
な
ど
、

引
き
続
き
、総
合
的
な
防
災・減
災
対

策
に
全
力
で
取
り
組
む
。

問
形
の
な
い
伝
統
の
技
を
次
世

代
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

伝
統
的
地
場
産
業
で
あ
る
筆
づ
く
り

を
、産
業
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
地

域
の
歴
史
や
文
化
と
捉
え
、熊
野
筆

を
広
島
県
無
形
文
化
財
と
し
て
指

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
熊
野
筆
は
、国
の
伝
統
的
工
芸

品
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、我

が
国
を
代
表
す
る
伝
統
産
業
の
一
つ

で
あ
る
。県
無
形
文
化
財
の
指
定
は
、

市
町
等
か
ら
の
申
請
を
受
け
、芸
術

上
の
価
値
な
ど
を
県
の
文
化
財
保
護

審
議
会
で
審
議
す
る
が
、現
在
、熊
野

町
が
熊
野
筆
の
文
化
財
的
価
値
に

関
す
る
総
合
的
な
調
査
を
行
っ
て
お

り
、そ
の
結
果
や
町
の
意
向
も
確
認

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

問
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
護
者
は
、

子
ど
も
の
世
話
に
か
か
り
き

り
で
孤
立
す
る
こ
と
が
多
く
、様
々

な
制
度
の
情
報
入
手
等
が
困
難
で
あ

り
、今
後
、県
と
し
て
、医
療
的
ケ
ア

児
の
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
る
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
べ
き
と
考
え
る

が
、所
見
を
伺
う
。

答
医
療
的
ケ
ア
児
が
増
加
す
る

中
、地
域
の
保
健
、医
療
、福

祉
、教
育
等
の
関
係
機
関
に
よ
る
支

援
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
県
の
広
域
的
・
専
門
的
な
相
談
体

制
の
仕
組
み
等
を
参
考
に
、医
療
的

ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
必
要

性
を
調
査
・
研
究
す
る
。今
後
も
、医

療
的
ケ
ア
児
や
介
助
者
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
体
制
の
整

備
を
進
め
る
。

問
黒
い
雨
裁
判
で
原
告
が
被
爆

者
に
認
定
さ
れ
た
が
、認
定

基
準
等
の
制
度
改
正
は
、従
来
の
手

続
以
上
の
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、県
と
し
て
国

の
制
度
改
正
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

改
正
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、所
見

を
伺
う
。

答
被
爆
者
認
定
基
準
は
、国
に

控
訴
審
判
決
を
尊
重
し
た
制

度
に
す
る
よ
う
要
請
し
、対
象
者
の

決
定
方
法
や
審
査
方
法
を
提
案
し

て
い
る
。

　

ま
た
、被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付

申
請
等
の
手
続
な
ど
の
負
担
が
過
大

に
な
ら
な
い
よ
う
被
爆
者
援
護
の
立

場
に
立
っ
た
制
度
設
計
を
求
め
る
と

と
も
に
、黒
い
雨
体
験
者
の
早
期
救

済
に
向
け
、国
の
制
度
改
正
に
協
力

す
る
。

■�

県
の
産
業
政
策
と
さ
ら
な
る
産
業

構
造
の
変
化
へ
の
備
え

■�

今
後
の
県
の
総
合
的
な
産
業
政
策

の
ビ
ジ
ョ
ン

■�

大
手
受
水
企
業
の
撤
退
に
伴
う

工
業
用
水
道
事
業
へ
の
影
響

■�

県
教
委
の
事
務
執
行
で
定
例
監
査

の
指
摘
が
多
数
発
生
し
た
原
因

■�

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
県
独
自

の
感
染
防
止
対
策

■�

水
道
事
業
の
広
域
連

携
を
行
う
意
味��

な
ど

■�

福
山
道
路
の
未
事
業
化
区
間
の

早
期
事
業
化

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
今
後
の
取
組

■�

通
学
路
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去・

改
修

■�

災
害
拠
点
病
院
の
浸
水
対
策

■�

雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
た
学
び
直
し

の
教
育（
リ
ス
キ
リ
ン

グ
）の
推
進　
　

な
ど

■�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
等
へ

の
支
援

■�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
業
へ
の

支
援

■�

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

森
林
整
備
の
推
進

■�

水
産
資
源
の
回
復
に
向
け
た
総
合

的
な
対
策

■�

中
山
間
地
域
振
興
対
策

■�

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
未

来
の
ア
ス
リ
ー
ト
の

発
掘
と
育
成　

��

な
ど

■�

児
童
生
徒
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

■�

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
登
校

や
学
習
機
会
の
確
保

■�

国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

■�

国
の
こ
ど
も
庁
創
設
の
動
き
を
受

け
た
本
県
の
取
組

■�

不
登
校
支
援
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
推
進

■�

人
も
動
物
も
幸
せ
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現

■�

核
兵
器
禁
止
条
約
加
入
の
た
め
の

環
境
づ
く
り

■�

旧
広
島
陸
軍
被
服
支
廠
の
４
棟

保
存
と
利
活
用
策

■�

若
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
向
上

■�
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災

■�
教
育
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用

の
課
題

■�

新
型
コ
ロ
ナ
臨
時
医

療
施
設
の
開
設

な
ど

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
後
遺
症

対
策

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

貧
困
化
対
策

■�

防
災
観
点
か
ら
の
産
業
廃
棄
物

行
政

■�

広
島
県
水
道
企
業
団

設
立
に
向
け
た
取
組

土
地
利
用
規
制
と

必
要
な
開
発
可
能
地
の
確
保

ダ
ム
の
事
前
放
流
の

効
果
と
課
題

頻
発
す
る
豪
雨
災
害
へ
の

対
応

熊
野
筆
の

広
島
県
無
形
文
化
財
指
定

医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援

「
黒
い
雨
」体
験
者
の

早
期
救
済

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

広志会
井
い は ら

原 修
おさむ

 議員
〈東広島市〉

民主県政会
稲
い な ば

葉 潔
きよし

 議員
〈福山市〉

自民議連
安
や す い

井裕
ひろのり

典 議員
〈廿日市市〉

県政に関する質問から（本会議の質問・答弁）
本会議では、4日間にわたって12人の議員が一般質問を行い、県政が直面する課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。

QRコードをスマートフォンやタブレットなどで読み取ると、各議員の全ての質問の動画を視聴できます。



ひろしま県議会だより

10
月
　
1
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

10
月
　
4
日
　
　
　
一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
伊
い と う

藤英
え い じ

治 議員
〈三原市・世羅郡〉

自民大志会
坪
つぼかわ

川竜
たつひろ

大 議員
〈呉市〉

自民議連
窪
く ぼ た

田泰
やすひさ

久 議員
〈広島市南区〉

自民議連
平
ひらもと

本英
え い じ

司 議員
〈三原市・世羅郡〉

民主県政会
西
にしもと

本博
ひろゆき

之 議員
〈東広島市〉

自民議連
山
やました

下智
さ と し

之 議員
〈廿日市市〉

問
今
年
の
７
月
豪
雨
で
は
、３
年

前
に
被
災
し
原
形
復
旧
工
事

を
実
施
し
た
箇
所
や
そ
の
周
辺
で
被

害
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、将

来
の
危
険
を
予
測
し
た
改
良
復
旧
の

必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答
再
度
災
害
防
止
の
観
点
か
ら

被
災
原
因
を
分
析
し
適
切
な

復
旧
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

被
害
の
発
生
原
因
を
踏
ま
え
た
工

法
の
選
定
や
、原
形
復
旧
の
み
で
は

再
度
災
害
防
止
が
図
ら
れ
な
い
場

合
等
に
は
一
連
の
区
間
の
改
良
復
旧

を
実
施
す
る
。

　

引
き
続
き
、被
災
原
因
を
し
っ
か

り
と
検
証
し
、必
要
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
一
日
も
早
い
復
旧・復
興
に
努

め
、県
民
の
安
心
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
む
。

問
県
土
強
靱
化
に
向
け
た
整
備

は
も
ち
ろ
ん
、本
県
の
発
展
に

資
す
る
社
会
基
盤
整
備
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、必
要
な
公
共

事
業
予
算
を
確
保
す
べ
き
と
考
え
る

が
、所
見
を
伺
う
。

答
公
共
事
業
は
、社
会
資
本
の

整
備
を
通
じ
て
、県
民
の
安

全・
安
心
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

県
勢
の
発
展
を
支
え
る
基
盤
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、国
に
対
し
、公
共
事
業

費
の
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
確
保
に

向
け
て
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、社
会
資
本

の
整
備
を
推
進
し
、県
民
の
安
全・
安

心
の
確
保
や
地
域
経
済
の
発
展
な

ど
、活
力
あ
る
広
島
県
の
実
現
に
取

り
組
む
。

問
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

総
合
的
な
防
災
・
減
災
対
策

の
成
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、県
土
強
靱
化
の
さ
ら
な
る

推
進
に
向
け
、県
民
へ
の
理
解
促
進

等
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、取
組
成

果
を
ど
う
発
信
し
て
い
く
の
か
。

答
本
年
７
月
・
８
月
豪
雨
で
は
、

浸
水
被
害
の
軽
減
な
ど
、事

前
防
災
の
た
め
の
ハ
ー
ド
対
策
の
効

果
が
発
現
さ
れ
た
。ソ
フ
ト
対
策
で

は
、早
期
避
難
で
人
的
被
害
を
免
れ

る
な
ど
、県
民
運
動
の
展
開
に
よ
る

県
民
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
が
確
認

さ
れ
た
。ま
た
、対
策
に
対
す
る
県
民

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、あ
ら
ゆ
る

機
会
や
媒
体
を
活
用
し
、わ
か
り
や

す
い
情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

問
広
島
空
港
大
橋
で
の
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
体
験
、中
央
森

林
公
園
へ
の
大
型
遊
具
等
、三
景
園

へ
の
舞
台
の
設
置
な
ど
、広
島
空
港

周
辺
地
域
の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
創
出
に
つ
い
て
、市
町
等
と
連
携

し
、実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

ほ
し
い
が
、所
見
を
伺
う
。

答
広
島
空
港
大
橋
を
利
用
す
る

な
ど
空
港
周
辺
地
域
の
観
光

プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、中
央
森
林
公
園
及
び
三
景
園

の
魅
力
向
上
に
努
め
る
。

　

今
後
と
も
、地
元
市
町
や
広
島
国

際
空
港
株
式
会
社
等
と
連
携
し
、魅

力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
な
ど

に
よ
り
、空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化

を
図
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
３
密
を
生
み
出
す

一
極
集
中
等
が
見
直
さ
れ
る

中
、過
疎
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に

向
け
、国
、市
町
と
連
携
し
、生
活
イ
ン

フ
ラ
を
は
じ
め
、生
活
環
境
の
向
上
に

さ
ら
に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
、本
県
の

認
識
と
施
策
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
過
疎
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、ハ
ー

ド・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、生
活
環
境

の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
は
、本
年
8
月
策
定
の
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
方
針
に
基
づ
き
、

地
域
に
暮
ら
す
方
の
安
心
を
支
え
る

生
活
環
境
づ
く
り
を
着
実
に
推
進

し
、過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目

指
す
。

問
国
際
平
和
の
実
現
に
向
け
て
、

一
人
一
人
の
行
動
を
結
集
し
大

き
な
潮
流
を
生
み
出
す
こ
と
、為
政

者
の
政
策
転
換
を
後
押
し
す
る
次
世

代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

答
一
人
一
人
が
国
際
平
和
へ
の
関

心
を
高
め
、小
さ
な
行
動
を
始

め
る
こ
と
で
叡
智
が
集
ま
り
、共
感

を
広
げ
、世
界
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
の

行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、高
校
生
等
を
対
象
と
し
た
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
よ
り
、将
来
、国
際

平
和
を
希
求
し
、世
界
的
に
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。今
後
も
、政
治
リ
ー
ダ
ー
を
動
か

す
大
き
な
う
ね
り
を
起
こ
せ
る
よ

う
、積
極
的
に
取
り
組
む
。

■�

県
民
起
点
に
よ
る
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進

■�

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
、現
場
の

声
を
踏
ま
え
た
教
育
環
境
の
改
善

■�

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
浸
透
と

機
能
強
化

■�

広
島
中
央
フ
ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
等
の

広
域
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

■�

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
と
農
業
の

工
場
生
産
化

■�

災
害
に
強
い
産
業
団
地

の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

改
修

■�

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制

■�

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

■�

観
光
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
■�

脱
炭
素
に
向
け
た
地
方

自
治
体
の
役
割

■�

デ
ジ
タ
ル
改
革

■�

市
街
地
の
浸
水
対
策
の
促
進

■�

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
逆

線
引
き

■�

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

■�

循
環
型
社
会
に
向
け
た
県
の
役
割

■�

こ
れ
か
ら
の
県
立
図

書
館
が
果
た
す
役
割

■�

防
災
強
化
に
資
す
る
た
め
池
の

適
正
管
理
に
向
け
た
行
政
支
援

■�

三
原
の
タ
コ
を
守
り
持
続
的
な

漁
業
活
動
を
支
え
る
取
組

■�

地
域
と
の
対
話
に
よ
る
県
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
施
策
へ
の
反
映

■�
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
が
け
地

対
策
及
び
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
拡
充

■�

県
内
小
中
学
校
の
教
育

現
場
の
環
境
改
善な

ど

■�

産
業
部
門
に
お
け
る
脱
炭
素
化
の

実
現

■�

本
県
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題
と

今
後
の
進
め
方

■�

創
造
的
復
興
に
よ
る
新
た
な
広
島

県
づ
く
り

■�

専
門
家
と
の
連
携
に
よ
る
被
災
者

支
援
の
充
実
強
化

■�

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
施
策

■�

広
島
型
リ
タ
イ
ア
メ

ン
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
推
進

な
ど

■�

高
度
医
療・人
材
供
給
拠
点
の
整
備

に
向
け
た
大
学
医
局
と
の
連
携
等

■�

ス
マ
ー
ト
農
業
や
農
業
生
産
工
程

管
理
の
推
進
に
よ
る
農
業
振
興

■�

空
き
教
室
を
活
用
し
た
特
色
あ
る

高
校
と
地
域
づ
く
り

■�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

地
域
環
境
と
の
調
和
、海
ご
み
対
策

■�

平
和
教
育
の
推
進
、

国
際
平
和
に
お
け
る

企
業
の
役
割
と
成
長

災
害
復
旧
工
事
の
在
り
方

県
土
強
靱
化
に
向
け
た

公
共
事
業
の
必
要
性

総
合
的
な
防
災
対
策
の
成
果

及
び
そ
の
発
信

広
島
空
港
周
辺
施
設
を
利
用
し
た

に
ぎ
わ
い
の
創
出

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
取
組

平
和
貢
献
を
担
う

次
世
代
の
育
成

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

改良復旧
被災箇所の原形復旧のみでは

再度災害の防止が十分でない場合に、
災害を受けていない箇所を含む一連
区間の河川の拡幅や堤防のかさ上げ
を行う等の施設機能の強化を図ること。

用語
解説

医療的ケア児
医学の進歩等を背景として、

新生児集中治療室等に長期入院した
後、引き続き人工呼吸器や胃ろう等を
使用し、たんの吸引や経管栄養などの
医療的ケアが日常的に必要な子供。

用語
解説

災害ハザードエリア
激甚化する災害に対応する

ために国が設定した災害危険区域、
土砂災害特別警戒区域、急傾斜地
崩壊危険区域、浸水想定区域などの
被災のおそれが大きい区域。

用語
解説

流域治水
水害の激甚化・頻発化に備え、

流域全体で水をためる場所を確保
したり、危険な場所に住まないように
したりするなど、国、自治体、企業、
住民等あらゆる関係者が協働して
水害を軽減させる対策。

用語
解説
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10
月
４
日
に
、16
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

今
後
、令
和
２
年
度
決
算
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、12
月
定
例
会
に
審
査
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、本
会

議
で
決
算
認
定
等
に
つ
い
て
採
決
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会

設
を

置

新
し
い
広
報
委
員

紹
の

介

写
真
右
か
ら

委
　
員 

石
津
正
啓
（
公
明
党
）

委
員
長 

畑
石
顕
司
（
自
民
議
連
）

委
　
員 

佐
藤
一
直
（
広
志
会
）

委
　
員 

稲
葉
　
潔
（
民
主
県
政
会
）

委
員
長

下
森
宏
昭
副
委
員
長

尾
熊
良
一

副
委
員
長

宮
崎
康
則
委

員

玉
重
輝
吉

委

員
恵
飛
須
圭
二
委

員

高
田
　
稔

委

員

的
場
　
豊
委

員

石
津
正
啓

委

員

西
村
克
典
委

員

吉
井
清
介

委

員

佐
藤
一
直
委

員

沖
井
　
純

委

員

中
原
好
治
委

員

砂
原
克
規

委

員

岡
﨑
哲
夫
委

員

山
崎
正
博

　

広
報
委
員
会
で
は
、

本
紙「
ひ
ろ
し
ま
県
議

会
だ
よ
り
」や
、広
報

番
組「
ひ
ろ
し
ま
県
議

会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」の

企
画
・
編
集
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

常任委員会の動き 10月5日開催

総
務
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

文
教
委
員
会

警
察・
商
工
労
働
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

建
設
委
員
会

補
正
予
算
１
件
、条
例
案
１
件

原
案
可
決

補
正
予
算
１
件
、条
例
案
２
件

原
案
可
決

補
正
予
算
１
件

原
案
可
決

補
正
予
算
１
件
、条
例
案
１
件

原
案
可
決

補
正
予
算
１
件
、条
例
案
１
件

そ
の
他
の
議
決
案
件
４
件

原
案
可
決

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

主
な
質
疑
事
項

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
な
し

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
の
審
査
結
果

付
託
議
案
の
審
査
結
果

◆�

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
確
保

に
向
け
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た

路
線
へ
の
収
支
状
況
等
に
応
じ
た
支
援
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
事
業
継
続
や
新
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
転
換
支
援
等
の
検
討

◆�

芸
備
線
の
利
用
促
進
を
は
じ
め
、鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
確
保
に
向
け
た

部
局
横
断
的
な
取
組
の
加
速

◆�

中
山
間
地
域
振
興
に
向
け
た
、人
づ
く
り

と
仕
事
づ
く
り
を
融
合
さ
せ
た
新
た
な
観

点
に
よ
る
施
策
の
積
極
的
実
施

◆�

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
効
果
な
ど
を
考
慮

し
た
入
院
病
床
の
確
保
や
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
第
５
波
の
検
証
を
踏
ま
え
た
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
等
第
６
波
に
先
ん
じ
た
備
え

◆�

抗
体
カ
ク
テ
ル
療
法
等
の
実
施
に
よ
る
軽

症
患
者
搬
送
ニ
ー
ズ
の
増
加
を
見
据
え
た

搬
送
体
制
の
拡
充
検
討

◆�

広
島
県
ふ
ぐ
の
処
理
等
に
関
す
る
条
例
の

趣
旨
や
新
制
度
の
内
容
に
関
す
る
関
係
団

体
等
へ
の
周
知

◆�

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
公
平
で
客
観
的
な

判
定
に
向
け
た
必
要
な
改
善

◆�

教
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間
の
上
限
を
守

る
取
組
の
実
施

◆�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
伴
う
教
員

の
心
の
不
調
に
特
化
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策

◆�

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
の
整
備

な
ど
、学
校
を
、教
員
を
目
指
す
学
生
か
ら

選
ば
れ
る
職
場
と
す
る
た
め
の
働
き
方
改

革
の
推
進

◆�

叡
智
学
園
中
・
高
等
学
校
に
対
す
る
監
査

で
指
摘
さ
れ
た
不
適
切
な
事
務
処
理
の
再

発
防
止
に
向
け
た
取
組

◆�

図
書
館
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
及
び

幼
児
期
か
ら
本
に
触
れ
る
機
会
の
確
保

◆�
県
警
察
の
平
素
か
ら
の
災
害
等
有
事
へ
の
備

え
や
災
害
警
備
活
動
時
の
警
察
職
員
の
安

全
管
理
の
徹
底

◆�

コ
ロ
ナ
収
束
後
を
見
据
え
た
企
業
の
前
向
き

な
投
資
意
欲
を
引
き
出
し
、地
方
移
転
に
関

心
を
持
つ
企
業
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
機

動
的
な
誘
致
促
進
策

◆�

頑
張
る
中
小
事
業
者
月
次
支
援
金
制
度
の

活
用
促
進
の
た
め
の
周
知
及
び
迅
速
な
支

給
に
向
け
た
支
援
金
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化

◆�

高
齢
者
等
へ
の
注
意
喚
起
や
金
融
機
関
等

と
の
連
携
に
よ
る
特
殊
詐
欺
被
害
の
未
然

防
止

◆�

本
年
７
月
・
８
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

農
地
・
農
業
用
施
設
、林
道
、治
山
施
設
等

の
早
期
復
旧
及
び
農
業
事
業
者
へ
の
財
政

的
支
援
を
含
む
各
種
対
策
の
実
施

◆�

災
害
に
強
い
森
林
に
向
け
た
間
伐
等
の
森

林
整
備
、担
い
手
の
確
保
・
育
成
及
び
木
材

生
産
体
制
の
強
化

◆�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
日
本
酒
の
需

要
回
復
を
見
据
え
た
酒
米
生
産
農
家
へ
の

支
援

◆�

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し

た
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策

◆�

本
年
７
月
・
８
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
早
期

復
旧
に
向
け
た
、被
害
の
大
き
い
市
町
へ

の
で
き
る
限
り
の
支
援
及
び
建
設
事
業
者

等
が
効
率
的
に
復
旧
作
業
へ
注
力
で
き
る

工
夫

◆�

公
共
土
木
施
設
の
適
切
な
維
持
修
繕
に
お

け
る
必
要
な
予
算
の
確
保
や
迅
速
な
対
応

に
向
け
た
執
行
体
制
の
強
化

◆�

近
隣
住
民
の
安
全
・
安
心
と
適
切
な
避
難

行
動
に
つ
な
が
る
河
川
水
位
や
砂
防
堰
堤

の
土
砂
の
堆
積
状
況
に
関
す
る
積
極
的
な

情
報
提
供
の
実
施

巻
頭
写
真
撮
影
の 

高
校
生
に
感
謝
状
を

贈
呈

　

本
紙
の
巻
頭
写
真
を
撮

影
し
た
、広
島
市
立
広
島
商

業
高
等
学
校
の
宮
武
優
衣

さ
ん
に
、畑
石
顕
司
広
報
委

員
長
が
議
長
か
ら
の
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、写
真
部
の
活
動

や
写
真
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
ま

し
た
。

インターネット中継↓広島県議会 検索

　現在、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の
観点から、本会議の傍聴や委員会の視聴の座席数
を制限しています。
　視聴可能な方は、こちらのインターネット中継を
ご視聴ください。

本会議や委員会の模様をYouTube で
配信しています

（ライブ中継・録画中継）

この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。
ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
あて先 TEL

FAX MAIL

〒730-8509 広島市中区基町10-52
広島県議会事務局 政策調査課

082-513-4743

082-222-9600 gikaichousa@pref.hiroshima.lg.jp

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

●
令
和
３
年
７
月
・
８
月
豪
雨
災
害
対
策
に
関
す
る
意
見
書

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
を
求
め
る
意
見
書

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
学
び
の
保
障
を
求
め
る
意
見
書

●
出
産
育
児
一
時
金
及
び
家
族
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を

求
め
る
意
見
書

可決された
意見書

（10月8日議決）


